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241号墳合掌形石室確認状況（2009年）

③　出土品
　墳丘上からは、
　　・円筒埴輪・朝顔形埴輪・形象埴輪（人物や家形とみられる破片）の埴輪、
　　・土師器（高杯）、
　　・甕・器台などの須恵器　が出土しています。
　合掌形石室からは、
　　・剣菱形杏葉（けんびしがたぎょうよう）・雲珠（うず）・辻金具（つじかなぐ）・
　　  鉸具（かこ）などの馬具類、
　　・鉄製の矢じりである片刃式の長頸鏃（ちょうけいぞく）や反刃鏃（そりばぞく）、
　　・ガラス玉　が出土しています。

　片刃鏃は 10本以上、反刃鏃は３本、ガラス玉はおよそ 120点出土しています。
このほか、大刀かとみられる破片もみられ、刀ももともとは副葬されていたと考え
られます。
　剣菱形杏葉などの飾馬具は大室古墳群の合掌形石室では初めての出土となります。
また、反刃鏃は珍しい鉄鏃形式で、長野県内では初めての出土です。
　これらの出土品から、241号墳は古墳時代後期前半（六世紀初頭）に築造された、
大室古墳群で最も新しい合掌形石室の古墳であると考えられます。古墳時代後期前
半の合掌形石室はこれまで知られていなかったため、空白期を埋める貴重な調査例
となりました。　
　また、剣菱形杏葉や反刃鏃は地域の王墓である前方後円墳から出土することが多
く、どの古墳からでも普通に出土するものではありません。直径 14m程度のごく小
さな古墳である 241号墳からこうした優品が出土していることは、積石塚古墳や合
掌形石室の性格を考えるうえで、重要な手がかりとなります。

図１　馬具の名称

図２　剣菱形杏葉
茨城県西大塚１号墳

図３　反刃鏃
大阪府峯ヶ塚古墳
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　大室 241号墳の発掘調査
　
　①　墳丘の発掘調査
　241号墳は石を積み上げた積石塚古墳です。F区（2009年）ならびに E-2 トレ
ンチ（2010年）で墳丘の端部が確認され、直径約 14mを測る円形の古墳であるこ
とがわかりました。

②　合掌形石室の発掘調査
　241号墳の埋葬施設（まいそうしせつ）は平成 21年度の発掘調査で「合掌形石室」であることが確認され
ました。本年度はこの新たに確認された合掌形石室の発掘調査を実施しました。
　合掌形石室は天井石が既になく、石室内部は石が充塡していました（表紙写真参照）。石を除去すると、２
枚の底板が現れ、底板の上には河原から持ち込まれたと考えられる円礫（えんれき）が部分的に敷かれていま
した。
　底板の上や円礫の上からは、馬具の剣菱形杏葉（けんびしがたぎょうよう）・雲珠（うず）・辻金具（つじか
なぐ）・鉸具（かこ）や、鉄鏃（鉄製の矢じり）、ガラス玉が出土しました。このほか、刀剣もあったと考えられます。
　残念ながらすでに盗掘を受けていましたが、飾り馬具や鉄製の武器、装身具が副葬（ふくそう）されている
ことがわかりました。特に合掌形石室からの豊富な飾り馬具の出土は初めてのことであり、合掌形石室の研究
に良好な資料を提供することとなりました。

写真１　合掌形石室　円礫確認状況　　　　　　　　　　　写真２　合掌形石室　馬具・鉄鏃出土状況

写真３　合掌形石室　馬具出土状況　　　　　　　　　　　写真４　合掌形石室　ガラス玉出土状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　（○がガラス玉）

合掌形石室

37
1m

37
2m 37

3m

37
0m

369m

371m

37
2m

373m

C 区 B区

E区

F区

H区

墳頂区

G区

D区

東側グリッド

①

③

②

E-2 トレンチ

遺構確認調査区 0                 (1:150)                 5m

図１　241号墳発掘調査区


